
   

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

横浜市が目指す WELL-BEING な川づくりのイメージ図 



   

 

はじめに 

 

横浜市の河川や水路は、大雨時に下水道で集めた雨水を、安全かつ速やかに流す都市の雨

水排水の骨格として重要な役割を担っているだけでなく、都市に残された貴重な自然環境と

して日々の市民生活に潤いと安らぎをもたらし、地域コミュニティの場や生物の生息・生育

・繁殖の場としての役割も果たしています。 

国では、「多自然川づくり基本指針」を令和６年６月に改定したほか、令和６年５月に閣

議決定された「第六次環境基本計画」では、河川は都市や地域の環境価値を高める重要な要

素であり、防災・生態系保全・地域活性化を同時に担う存在として位置付けられています。 

一方、少子高齢化の進展やAIをはじめとしたデジタル技術の進歩、さらには気候変動の影

響や生物多様性の損失など、近年の社会情勢や環境の変化を踏まえると、河川水辺環境への

期待は増えてきており、環境との共生をテーマとする「GREEN×EXPO 2027」の開催を好機と

捉え、その先の、河川という地域資源を生かした魅力あるまちづくりも見据え、「横浜市河

川水辺環境の保全・創出に関する指針」を取りまとめることとしました。 

本指針に基づき、「快適」・「オープン」・「ネイチャーポジティブ」を基本方針とする

WELL-BEINGな川づくり※を実践し、良好な河川水辺環境の保全・創出を図っていきます。 

水辺に親しみ、生き物など自然と触れ合い、散策やレクリエーション、地域との交流や環

境学習などを通じて、市民一人ひとりが現在も将来も、自然や社会とのつながりを感じなが

ら、健康で、心豊かに暮らしていける、このような、市民生活の「質」の向上と、人と自然

が互いに支えあう「環境との共生」の実現に貢献していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※WELL-BEING な川づくり 

川づくりを通じて、「人」が健康で幸福感を感じ、多様な「生物」が生き生きと生息できる。 

また、「川」自体が常に健全な状態を維持し、治水安全度も高まり安心して暮らせる。 

さらには、「まち」全体の魅力が向上する。 

 本指針では、そのような川づくりのことを「WELL-BEING な川づくり」と呼ぶ。 



 

 

横浜市河川水辺環境の保全・創出に関する指針 
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